
業務棚卸評価シート 1/5

25年度 26年度 27年度 27,323 27,323 29,166 29,166

1 総
ゆかりのまち
交流事業

ゆかりのまち岡
崎市の周知と交
流事業の活性化

市民
各種団
体等

定
例
定
型

交流事業実施回
数

２回 ２回 ２回 397 ２回

市民バスツアー及び青
少年交流（小学生バ
レーボール）事業を実
施し、長野県佐久市と
の市民交流事業の実施
に向けた調整を行っ
た。

Ａ 484

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 中 現状維持
維
持

1
ゆかりのまち
交流事業

市民バスツアー
等の実施

実施時期
平成２５年
４月及び８
月

バスツアー
は４月実施
青少年交流
は８月実施

397
市民バスツアー
等の実施

実施時期
平成２６年
４月及び８
月

484

業
務
計
画

維
持

1
ゆかりのまち
交流事業

新たな都市交流
の検討

実施時期
平成２５年
４月～平成
２６年３月

平成２５年
４月～平成
２６年３月

予
算
な
し

701 総
ゆかりのまち
提携３０周年
記念事業

周年記念事業を
行うことで、市
民への周知を行
うとともに、今
後の両市の文
化、観光を含め
たさまざまな面
での交流の促進
を図る。

市民
各種団
体等

政
策
周年事業への参
加のべ人数

1,000人 5,000
延べ１，
０８９人

春・夏・冬の事業を計
画どおり実施した。 Ａ なし 不可 完 高 高 低 終了

予
算
な
し

701
ゆかりのまち
提携３０周年
記念事業

記念事業の実施
記念事業への
参加人数

１，０００
人

１，０８９
人

5,000

予
算
な
し

2 総 都市交流事業
国内外の新たな
都市交流の検討

市民
各種団
体等

政
策

新たな都市交流
事業の進ちょく
状況

交流都市及び
交流内容等の
検討

交流事業の実
施

交流事業の実
施

国内外の
新たな都
市交流の
検討

長野県佐久市、ハワイ
州ホノルル市との交流
に向けた調整を行っ
た。

Ｂ 5,918

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 中 拡大
増
や
す

2 都市交流事業
国内交流都市の
選定及び交流内
容の検討

検討時期
～平成２６
年３月

平成２６年
３月までに
交流事業調
整

長野県佐久市で
の農業等体験型
親子バスツアー
の実施

実施時期
平成２６年
9～10月

429

業
務
計
画

増
や
す

2 都市交流事業
国外交流都市の
選定及び交流内
容の検討

検討時期
～平成２６
年３月

ホノルル市
を３回訪問

姉妹都市締結に
関する調印式の
実施

実施時期
平成平成２
７年３月

5,489

業
務
計
画

増
や
す

3 総

次期「ちがさ
き男女共同参
画推進プラ
ン」の策定及
び進行管理

プランを行政に
浸透させ、計画
的な進行管理を
図る。

市役所
各課

政
策
協議会の開催回
数

６回 ８回 ８回 2,633 ６回

ちがさき男女共同参画
推進プラン進捗状況
（平成２４年度）に関
する諮問及び答申を
行った。

Ａ 2,212

業
務
計
画

なし 不可 未 高 中 高 拡大
増
や
す

3

次期「ちがさ
き男女共同参
画推進プラ
ン」の策定及
び進行管理

ちがさき男女共
同参画推進プラ
ン協議会の開催

開催回数（年
間）

６回 ６回 407
ちがさき男女共
同参画推進プラ
ン協議会の開催

開催回数（年
間）

８回 912

業
務
計
画

増
や
す

3

次期「ちがさ
き男女共同参
画推進プラ
ン」の策定及
び進行管理

茅ヶ崎市男女共
同参画推進会議
の開催

開催回数（年
間）

２回 ４回
茅ヶ崎市男女共
同参画推進会議
の開催

開催回数（年
間）

２回

業
務
計
画

予
算
な
し

3

次期「ちがさ
き男女共同参
画推進プラ
ン」の策定及
び進行管理

年次報告書作成
年次報告書作
成期限

平成２５年
７月

平成２５年
７月

年次報告書作成
年次報告書作
成期限

平成２６年
７月

業
務
計
画

予
算
な
し

3

次期「ちがさ
き男女共同参
画推進プラ
ン」の策定及
び進行管理

ちがさき男女共
同参画推進プラ
ンの評価

プランの進捗
状況の評価公
表時期

平成２６年
３月

平成２６年
３月

ちがさき男女共
同参画推進プラ
ンの評価

プランの進捗
状況の評価公
表時期

平成２７年
３月

業
務
計
画

予
算
な
し

3

次期「ちがさ
き男女共同参
画推進プラ
ン」の策定及
び進行管理

市民意識アン
ケート調査の実
施

調査結果の報
告書作成期限

平成２６年
３月

平成２６年
３月

2,226
プラン策定に関
する素案作成

プラン素案作
成時期

平成２７年
３月

1,300

業
務
計
画

増
や
す

4 総

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

講座の実施や情
報誌を発行する
ことにより、男
女平等参画意識
の啓発を図る。

市民

定
例
定
型

講座等事業参加
者数

５１５人 ５３０人 ５５０人 1,490

１３件の自
主事業参加
者は延べ５
００人（託
児の延べ１
１５人を含
む）

自主事業の定員に対
し、約８０％の参加者
であり、内、託児を
行った事業は８事業
で、男女共同参画社会
実現に向けた啓発を
行った。

Ａ 1,811 なし 済

２市１町人
権・男女共同
参画参画連携
推進委員会に
よる講座等の
共同開催。

未 高 高 高 現状維持
維
持

4

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

男女共同参画推
進に関する事業
の実施及びセン
ターでの取り組
みの周知

事業数 １０事業 １３事業 295

男女共同参画推
進に関する事業
の実施及びセン
ターでの取り組
みの周知

事業数 １０事業 591
維
持

4

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

啓発事業等の業
務補助

従事日数 ２４４日 ２４４日 1,195
啓発事業等の業
務補助

従事日数 ２４４日 1,220
維
持

業
務
計
画

平成２６年度計画 広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

必要性

③
成
果実績値

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

活動

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

男女共同参画課

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画で
きる社会をつくる

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

活動指標の
名称

男女共同参画課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

活動ごとの
決算額
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25年度 26年度 27年度 27,323 27,323 29,166 29,166

業
務
計
画

平成２６年度計画 広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

必要性

③
成
果実績値

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

活動

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

男女共同参画課

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画で
きる社会をつくる

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

活動指標の
名称

男女共同参画課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

活動ごとの
決算額

4

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

新たな分野（防
災）の取り組み
に関する意識啓
発

情報紙等によ
る情報提供
（開館日数）

３０７日 ３０７日

新たな分野（防
災）の取り組み
に関する意識啓
発

情報紙等によ
る情報提供
（開館日数）

３０７日

予
算
な
し

4

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

講座託児の実施
託児共催事業
数

２０回 ２５回 講座託児の実施
託児共催事業
数

３０回

予
算
な
し

5 総
女性問題の研
究調査及び啓
発

男女共同参画意
識の現状把握や
女性問題の資料
を収集し、情報
を市民に提供す
る。

市民

定
例
定
型

情報紙発行回数 ２回 ２回 ２回 165 2回

茅ヶ崎市男女共同参画
推進センターへ名称変
更したＰＲと、国際比
較（諸外国の男女共同
参画取り組み情報）等
を情報紙に掲載した。

Ａ 187

業
務
計
画

なし 不可 未 中 中 高 現状維持
維
持

5
女性問題の研
究調査及び啓
発

男女共同参画の
推進に関する情
報の発信

情報紙発行回
数（年間）

２回 ２回 23
男女共同参画の
推進に関する情
報の発信

情報紙発行回
数（年間）

２回 28

業
務
計
画

維
持

5
女性問題の研
究調査及び啓
発

女性問題資料収
集提供

図書等収集冊
数（年間）

４０冊 １８冊 50
女性問題資料収
集提供

図書等収集冊
数（年間）

３０冊 60

業
務
計
画

維
持

5
女性問題の研
究調査及び啓
発

男女共同参画推
進情報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

１回 １回
男女共同参画推
進情報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

２回

業
務
計
画

予
算
な
し

5
女性問題の研
究調査及び啓
発

はがきによる市
民意識アンケー
ト調査の実施

調査結果の報
告書作成期限

平成２６年
３月

平成２５年
９月

92
はがきによる市
民意識アンケー
ト調査の実施

調査結果の報
告書作成期限

平成２７年
３月

99

業
務
計
画

維
持

6 総 相談事業

女性が抱える
様々な問題解決
の一助として女
性のための相談
室を運営し、そ
こに現れた問題
点を施策に反映
させる。

主に女
性の相
談者

定
例
定
型

相談室開設日数
（休日・年末年
始を除く）

週５日 週５日 週５日 5,416 週５日

電話相談、面談、法律
相談（相談件数合計５
６８件）の実施によ
り、個別ケースごとの
問題解決の一助となる
べく努めた。

Ａ 5,981

位置付け
ないが取
り組みを
進める

不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

6 相談事業
女性のための相
談室の運営

女性のための
相談室開設日
数（年間）

２４４日 ２４４日 639
女性のための相
談室の運営

女性のための
相談室開設日
数（年間）

２４４日 722

位置付け
ないが取
り組みを
進める

⑥市役所の変
革

開設時期
平成２８年１

月

新庁舎建設
に伴う相談業
務一元化

27

新庁舎建設に
伴い、男女共
同参画推進セ
ンターで行っ
てきた相談業
務を新庁舎へ
一元化し、市
民の利便を図
る

維
持

6 相談事業 相談員研修
相談員研修の
実施及び研修
会への出席

３回 ５回 7 相談員研修
相談員研修の
実施及び研修
会への出席

３回 15

位置付け
ないが取
り組みを
進める

⑥市役所の変
革

開設時期
平成２８年１

月

新庁舎建設
に伴う相談業
務一元化

27

新庁舎建設に
伴い、男女共
同参画推進セ
ンターで行っ
てきた相談業
務を新庁舎へ
一元化し、市
民の利便を図
る

維
持

6 相談事業 相談員 相談員の任用 ３人 ３人 4,770 相談員 相談員の任用 ３人 5,040

位置付け
ないが取
り組みを
進める

⑥市役所の変
革

開設時期
平成２８年１

月

新庁舎建設
に伴う相談業
務一元化

27

新庁舎建設に
伴い、男女共
同参画推進セ
ンターで行っ
てきた相談業
務を新庁舎へ
一元化し、市
民の利便を図
る

維
持

6 相談事業
相談事業に関す
る啓発事業

事業数 1事業 １事業 0
相談事業に係る
啓発等事業

事業数 ２事業 74
維
持

6 相談事業

配偶者からの暴
力の被害者の保
護に関する支援
事業

利用回数 随時
施設利用な
し

0

配偶者からの暴
力の被害者の保
護に関する支援
事業

利用回数 随時 130

位置付け
ないが取
り組みを
進める

⑥市役所の変
革

開設時期
平成２８年１

月

新庁舎建設
に伴う相談業
務一元化

27

新庁舎建設に
伴い、男女共
同参画推進セ
ンターで行っ
てきた相談業
務を新庁舎へ
一元化し、市
民の利便を図
る

維
持

6 相談事業
ＤＶ被害者支援
に向けた対策会
議の開催

庁内ＤＶ対応
研修会(年間）

１回 ２回
ＤＶ被害者支援
に向けた対策会
議の開催

庁内ＤＶ対応
研修会(年
間）

１回

予
算
な
し

7 総
男女共同参画
推進センター
管理運営

男女共同参画の
まちづくりの拠
点として男女共
同参画推進セン
ターを管理運営
する。

セン
ター利
用者

定
例
定
型

男女共同参画推
進センター開館
日数（年末年始
を除く）

週６日(会議
室利用者数の
べ40,000人）

週６日(会議
室利用者数の
べ40,000人）

週６日(会議
室利用者数の
べ40,000人）

8,352

週６日
(会議室
利用者数
延べ
37,124
人）

築後１０年に伴う老朽
化に対して、計画的な
修繕により適切な維持
管理に努めている。

Ａ 8,698 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

7
男女共同参画
推進センター
管理運営

施設の維持及び
修繕事務

開館日（年
間）

３０７日 ３０７日 3,069
施設の維持及び
修繕事務

開館日（年
間）

３０７日 3,281
維
持
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25年度 26年度 27年度 27,323 27,323 29,166 29,166

業
務
計
画

平成２６年度計画 広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

必要性

③
成
果実績値

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

活動

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

男女共同参画課

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画で
きる社会をつくる

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

活動指標の
名称

男女共同参画課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

活動ごとの
決算額

7
男女共同参画
推進センター
管理運営

清掃業務
清掃日数（年
間）

３０７日 ３０７日 1,281 清掃業務
清掃日数（年
間）

３０７日 1,318
維
持

7
男女共同参画
推進センター
管理運営

開閉館及び窓口
業務

開館日（年
間）

３０７日 ３０７日 4,002
開閉館及び窓口
業務

開館日（年
間）

３０７日 4,099
維
持

7
男女共同参画
推進センター
管理運営

消防法に関する
事務

避難訓練実施
回数（年間）

２回 ２回
消防法に関する
事務

避難訓練実施
回数（年間）

２回

予
算
な
し

7
男女共同参画
推進センター
管理運営

男女共同参画施
策の体制整備に
向けた課内検討
会議の開催

開催回数 １回 １回

男女共同参画施
策の体制整備に
向けた課内検討
会議の開催

開催回数 １回

予
算
な
し

8 総

男女共同参画
推進センター
登録団体申請
受付及び支援

男女共同参画社
会実現のため、
男女共同参画に
取り組む団体等
を支援する。

市内の
男女共
同参画
に取り
組む団
体

定
例
定
型

登録団体数 ６団体 ７団体 ７団体 ５団体

登録団体との共催によ
る男女共同参画週間事
業等を実施し、男女共
同参画の推進に努め
た。

Ａ なし 不可 未 中 高 高 現状維持

予
算
な
し

8

男女共同参画
推進センター
登録団体申請
受付及び支援

男女共同参画推
進センター登録
団体申請受付及
び支援

登録団体数 ６団体 ５団体

男女共同参画推
進センター登録
団体申請受付及
び支援

登録団体数 ６団体

予
算
な
し

9 総
国際化に対応
した地域交流
の支援

諸団体と連携し
ながら、市内在
住の外国人や、
海外の人々との
交流活動を行
い、国際理解及
び国際協力の輪
を広げる。

市民
関係機
関

定
例
定
型

共催事業数 ６事業 ６事業 ６事業 480 ６事業

茅ヶ崎市国際交流協会
と連携し、現代的な
テーマを取り上げた国
際理解講座の開催の
他、外国人留学生と中
学・高校との交流によ
り異文化に触れる機会
を提供した。

Ａ 114

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

9
国際化に対応
した地域交流
の支援

国際交流協会と
の共催事業の開
催等

共催事業数 年６事業 年６事業 480
国際交流協会と
の共催事業の開
催等

共催事業数 年６事業 114

業
務
計
画

維
持

9
国際化に対応
した地域交流
の支援

カナガワビエン
ナーレ国際児童
画展の地域開催

実施時期
平成２６年
１月

平成２６年
１月

業
務
計
画

予
算
な
し

9
国際化に対応
した地域交流
の支援

ハワイ日米協会
との連携の検討

検討時期
～平成２６
年３月

～平成２６
年３月

ハワイ日米協会
との連携の検討

ハワイ日米協
会への加入

平成２７年
３月

業
務
計
画

増
や
す

10 総
国際化に対応
した行政サー
ビスの提供

外国人市民が、
言葉の壁や生活
習慣の違いに関
係なく地域での
円滑な生活が送
れるよう、ニー
ズの把握や各種
の情報提供等を
行う。

市民
関係機
関

定
例
定
型

庁内通訳登録制
度の登録者数

１５ １５ 15 40

（仮称）
庁内通訳
登録制度
について
調整中

言語の多様化に伴う外
国人市民の相談につい
て、あーすぷらざ等の
利活用による手法等の
改善による効果が見込
まれる。

Ｂ 37 なし 不可 未 高 中 中 現状維持
維
持

10
国際化に対応
した行政サー
ビスの提供

（仮称）庁内通
訳登録制度を試
行する

実施時期
平成２５年
４月～

平成２５年
４月～

（仮称）庁内通
訳登録制度を試
行する

実施時期
平成２６年
４月～

予
算
な
し

10
国際化に対応
した行政サー
ビスの提供

医療通訳派遣シ
ステム事業

協議会出席回
数

年２回 ０回 10
医療通訳派遣シ
ステム事業

協議会出席回
数

年２回 7
維
持

10
国際化に対応
した行政サー
ビスの提供

かながわ自治体
の国際政策研究
会

出席回数 年３回 ４回
かながわ自治体
の国際政策研究
会

出席回数 年３回

予
算
な
し

10
国際化に対応
した行政サー
ビスの提供

日本語ボラン
ティア養成講座

講座開催数 ３回 ３回 30
日本語ボラン
ティア養成講座

講座開催数 ３回 30
維
持

11 総

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

平和の大切さを
学んでもらうた
め、次代を担う
児童・生徒を対
象に募集し、そ
の作品をもって
広く市民に平和
の尊さを啓発す
る。

市内小
６・中
２の児
童・生
徒

定
例
定
型

作品応募
学校数
（参加者数）

３４校
（対象学年児
童生徒数の
50%）

３４校
（対象学年児
童生徒数の
50%）

３４校
（対象学年児
童生徒数の
50%）

23

24校
(65.8％
）

学校数は約７１％、児
童・生徒数は約66％の
参加率となり、平和に
ついて考える貴重な機
会として充実に努めた
い。

Ａ 29 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

11

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

市内小・中学校
への応募依頼

応募学校数 年３４校
２４校 市内小・中学校

への応募依頼
応募学校数 年３４校

予
算
な
し

11

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

市内小・中学校
への応募依頼

参加者数
対象学年児
童生徒数の
50%

約66％
市内小・中学校
への応募依頼

参加者数
対象学年児
童生徒数の
50%

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 27,323 27,323 29,166 29,166

業
務
計
画

平成２６年度計画 広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

必要性

③
成
果実績値

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

活動

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

男女共同参画課

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画で
きる社会をつくる

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

活動指標の
名称

男女共同参画課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

活動ごとの
決算額

11

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

入賞者の表彰式
の開催

開催時期
平成２５年
８月

平成２５年
８月

23
入賞者の表彰式
の開催

開催時期
平成２６年
８月

29
維
持

11

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

入賞作品集の作
成

作成部数 年３００部 年３００部
入賞作品集の作
成

作成部数 年３００部

予
算
な
し

12 総
ピーストレイ
ン平和大使広
島派遣事業

次代を担う子ど
もたちに、戦争
の悲惨さや平和
の尊さなどを肌
で感じ学びとっ
てもらうため
に、８月５日か
ら８月７日の日
程で広島市へ派
遣、平和記念式
典などの行事に
参加してもら
う。

「平和
につい
て」コ
ンテス
ト入賞
者

定
例
定
型

平和大使
派遣者数

１６人 １６人 １６人 1,020 １３人

派遣前にコロネット作
戦に関する学習会を通
じて茅ヶ崎における戦
争との関わりついて認
識を高め、広島では平
和記念式典への参列や
ひろしま子ども平和議
会での学習発表などを
行い、平和の尊さ大切
さを肌で実感してもら
うことができている。

Ａ 1,264 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

12
ピーストレイ
ン平和大使広
島派遣事業

平和大使の交流
会、学習会、派
遣先との調整事
務等

交流会、学習
会等の実施回
数

年４回 ４回

平和大使の交流
会、学習会、派
遣先との調整事
務等

交流会、学習
会等の実施回
数

年４回

予
算
な
し

12
ピーストレイ
ン平和大使広
島派遣事業

広島派遣への交
通手段及び宿
泊、食事、施設
見学等の手配
（委託）

平和大使
派遣者数

年１６人 １３人 1,020

広島派遣への交
通手段及び宿
泊、食事、施設
見学等の手配
（委託）

平和大使
派遣者数

年１６人 1,264
維
持

13 総 平和啓発事業

戦争の悲惨さ、
平和の尊さを一
人でも多くの市
民に伝える。

市民

定
例
定
型

平和に関する展
示会等イベント
の開催数

４回
（１２回）

４回
（１２回）

４回
（１２回）

1,511
４回
（１３
回）

平和事業を委託してい
る「平和を考える茅ヶ
崎市民の会実行委員
会」において、原爆
展、平和パネル展、小
学生を対象にした「戦
争体験語り継ぎ」、実
行委員会設立２５周年
記念事業など、年間を
通じてさまざまな啓発
事業を実施した。

Ａ 1,504

業
務
計
画

位置付け
ないが取
り組みを
進める

済

（２市１町）
広域平和事業
推進部会によ
り平和啓発事
業の共同開催
について調整
した。

未 高 高 高 現状維持
維
持

13 平和啓発事業
平和のつどいの
開催

開催時期
平成２５年
８月１５日

平成２５年
８月１５日

26
平和のつどいの
開催

開催時期
平成２５年
８月１５日

46

業
務
計
画

維
持

13 平和啓発事業
平和に関する展
示会等の開催
（委託）

開催回数 年１２回 １３回 1,485
平和に関する展
示会等の開催
（委託）

開催回数 年１２回 1,458

業
務
計
画

維
持

13 平和啓発事業

「平和都市宣
言」「茅ヶ崎市
核兵器廃絶平和
都市宣言」横断
幕・懸垂幕の掲
出

横断幕・懸垂
幕の掲出期間

年３０日間
年３０日間

「平和都市宣
言」「茅ヶ崎市
核兵器廃絶平和
都市宣言」横断
幕・懸垂幕の掲
出

横断幕・懸垂
幕の掲出期間

年３０日間

業
務
計
画

予
算
な
し

13 平和啓発事業
平和行進団体へ
の対応

受入団体数 年６団体 ６団体
平和行進団体へ
の対応

受入団体数 年６団体

業
務
計
画

予
算
な
し

13 平和啓発事業

湘南広域都市行
政協議会（広域
平和事業推進分
科会）

開催時期
平成２５年
６月～

平成２５年
６月～平成
２６年３月

湘南広域都市行
政協議会（広域
平和事業推進分
科会）

開催時期
平成２６年
４月～

業
務
計
画

位置付け
ないが取
り組みを
進める

その他 １事業

２市１町で
のスケール
メリットを
生かした事
業の実施

26

平成２５年度
より広域平和
事業推進分科
会において、
平成２６年度
以降に２市１
町で連携して
取り組むこと
が可能な事業
を実施する。

予
算
な
し

14 総
人権同和対策
に関すること

神奈川県対応の
３同和団体①神
奈川県部落解放
同盟神奈川連合
会②地域人権運
動連合会③全日
本同和会神奈川
連合会及び人権
団体である神奈
川人権セン
ター・横浜人権
センターへ総
会・研修会等へ
の出席を行い、
団体活動の理解
を深め、同時に
人権尊重の推進
を図る。

人権団
体及び
同和団
体及び
市民

定
例
定
型

市主催事業にお
ける参加人数

３００人 ３００人 ３００人 796 169

今までの人権同和対策
事業の実施に加え、市
民相談課との共催によ
る「人権を考える市民
の集い」を開催し、小
学生・中学生の人権ポ
スター・作文コンテス
ト入賞作品の展示、作
文の朗読等により幅広
い年代層への周知がで
きた。

Ｃ 927 なし 不可 未 中 中 中 現状維持
維
持

14
人権同和対策
に関すること

人権・同和団体
総会及び研修会
への出席

人権学校への
参加者数

８人 ７人 242
人権・同和団体
総会及び研修会
への出席

人権学校への
参加者数

８人 344
維
持

14
人権同和対策
に関すること

人権団体への負
担金の交付

負担金の交付
時期

５月 ５月 400
人権団体への負
担金の交付

負担金の交付
時期

５月 400
維
持
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25年度 26年度 27年度 27,323 27,323 29,166 29,166

業
務
計
画

平成２６年度計画 広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

必要性

③
成
果実績値

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

活動

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

男女共同参画課

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画で
きる社会をつくる

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

活動指標の
名称

男女共同参画課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

活動ごとの
決算額

14
人権同和対策
に関すること

人権・同和問題
関係資料の購入

資料の購入件
数

７種類 ７種類 115
人権・同和問題
関係資料の購入

資料の購入件
数

７種類 124
維
持

14
人権同和対策
に関すること

「人権を考える
市民の集い」の
市主催事業の開
催

参加人数 ３００人 １６９ 39

「人権を考える
市民の集い」の
市主催事業の開
催

参加人数 ３００人 59
維
持

15 総
地域における
男女共同参画
の推進

地域における男
女共同参画の推
進に向け、公民
館等地域施設で
の男女共同参画
啓発事業を実施
する。

市民

定
例
定
型

啓発講座等開催
数

３事業 ４事業 ５事業 ３事業

男女共同参画週間での
講座をはじめ、ＤＶ・
ストｰカー被害者対応研
修会等開催し、実務能
力の向上を図った。

Ａ
業
務
計
画

なし 不可 未 中 中 中 現状維持

予
算
な
し

15
地域における
男女共同参画
の推進

地域施設での啓
発事業の実施

事業数 ３事業 ３事業
地域施設での啓
発事業の実施

事業数 ３事業

業
務
計
画

予
算
な
し

16 総
２市１町人
権・男女共同
参画連携会議

茅ヶ崎市、藤沢
市、寒川町が人
権関連施策、男
女共同参画関連
施策、ＤＶ防止
に係る関連施策
など共通認識を
持って市域を超
えて協議、情報
交換し、その推
進を図る。

２市１
町の住
民

定
例
定
型

実施事業数 ３事業 ３事業 ３事業 ３事業

ＤＶパンフレットの作
成を行う等、講座講演
会以外にも２市１町で
連携し取り組みまし
た。

Ａ なし 済

２市１町人
権・男女共同
参画参画連携
推進委員会に
よる講座等の
共同開催を継
続的に検討。

未 中 中 中 現状維持

予
算
な
し

16
２市１町人
権・男女共同
参画連携会議

２市１町連携の
啓発事業の開催

実施事業数 ３事業 ３事業
２市１町連携の
啓発事業の開催

実施事業数 ３事業

予
算
な
し

888 総
災害応急対策
活動

本市域に、地
震・津波等を伴
う諸現象による
同時多発的災害
が発生した場合
に、被害を軽減
し、応急対策活
動を課として迅
速的確に対処す
る。

市民

定
例
定
型

なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

部の災害応急対
策活動マニュア
ルおける課
（班）の活動内
容の検証及び見
直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月
６月

４月
６月

応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

２６年４月

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

女性に対する災
害相談（災害等
発生時）

災害時女性相
談の実施

随時 事例なし
応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

２６年４月

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

課が所管する施
設の被害状況調
査及び応急対策　
（災害等発生
時）

女性センター
の被害状況調
査及び応急対
策の実施

随時
台風時、降
雪時の４回

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

２回

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

関係機関との連
絡調整（災害等
発生時）

関係機関と連
絡調整し、女
性センターを
応急施設とし
て開設

随時 ＪＲと１回

統括調整部災害
時要援護班の応
急対策活動の習
熟

統括調整部災
害時要援護班
での訓練・研
修等の実施

６回

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

外国人に対する
災害情報の伝達
（災害等発生
時）

通訳者の確保 随時 事例なし
災害時協定締結
先との連携強化

災害時の対応
についての協
議

１回

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

関係機関との連
携強化

災害時の対応
についての協
議

１回

予
算
な
し

888 総 庁内共通業務

定
例
定
型

予
算
な
し


